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　平成 19 年（2007 年）が始まりました。今年は亥年ですが，前進あるのみと行
きたいところです。
　さて，新しい年を迎えるたびに時間がたつのの速いことに驚かされます。後に
なって考えると，小学校，中学校のころには，時間は無限にあるかのように感じ
ていました。しかし，年齢のせいなのか，仕事量の増加によるものなのか，年々
時間が短くなるような気がします。したがって，その短い時間をいかに有効に使
うか，言い換えるなら enjoy するか，あるいは楽しむか，が重要だと思いますが
読者諸兄はどのようにお考えでしょうか。
　最近，特にスポーツ選手が大きな競技会に臨むときに「プレーを楽しんできま
す」，あるいは終了後に「プレーを楽しむことができました」というコメントを
聞くようになりました。これらの選手たちは，彼ら（彼女ら）が一流であればあ
るほどそこに至る裏付けがあっての発言であるということが忘れられがちです。
彼らは一般人には想像もできないような過酷な練習を行い，それを競技の場で遺
憾なく表現するのに当たってリラックスしてそれを楽しむような余裕がなければ
表現できないという意味であって，練習の裏付けのない人間が楽しむのとは全く
意味が異なるものと思います。短い人生の大切な時間を enjoy するためには，日
常の努力が必要だということを端的に示しているものと思われます。大げさに言
えば人生を enjoy する，少し身近であれば今年を enjoy する，もっと短期的であ
れば専門医取得後の充実感を enjoy する，あるいは論文を完成させて雑誌に掲載
されることを enjoy するなど，多くのものが考えられます。先の引用のように，
これらを本当に enjoy するためには，そこに至るプロセスに投下する多くのエネ
ルギーと苦労が必要です。
　例えば，症例報告を雑誌に投稿し，それが採用され，掲載されるためには，相
当な努力が必要になります。当然のことながら，この症例を報告するのだという
モチベーションが最も大切です。すなわち，目的です。そのためには，まずその
症例について勉強すると同時に，それに関連した多くの基礎的あるいは臨床的な
成書や論文の検討が必要になります。それらを参考にしながら，論文を書いて行
くことになりますが，これらの作業は多くの場合，むしろ苦痛であって enjoy す
るなどというところとは大きくかけ離れています。論文完成に向かって，指導者
と協議しながら進めるところも多くの場合，苦労の連続です。このようにして，
完成した論文を雑誌に投稿すると，今度は査読者からコメントがついて返ってき
ます。末梢的なコメントであれば問題はないのですが，根本的な点に関するコメ
ントの場合には，それからがまた一苦労です。しかし，これらの全てが終了し，
それが雑誌に掲載されたときには，それまでの苦労が多かった論文ほどうれしい
もので，まさに論文作成を enjoy したことになります。
　今年も読者諸兄にとって，１ 年間多くの場面で enjoy することのできる年にな
りますよう，祈念いたしております。 （八木聰明）
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